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16.合成ピレス ロイ ドに関する研究 (第 V報)第二菊酸の耗何異性体や_合成浅
井上堆三 ･竹下頗彦･大野 稔 (京都大学 イヒ学研究所 武居研究室) 30.7.30.′受理
Ethylα8-dimethyl-1ya〝S-sorbateに ethyldl･aヱOaCetateを作用ませると,友応の条





























































元して 一粒の dioIi:柑た｡この物駅は carboxyl












































に注Elした｡しかし仰 ,lV に dJ'azoac申 teを附




族 diazo化合物の,不対称 ｡Iefinが杓に polar
group(極性基)に匠放された (lieneに対する附加

















































防 ･虫 科 学 鰐 20 番-I
にはない｡又半還元によって得られるaβ一不飽和憩は ･
I,an一型酸の特徴を示すから*, こ にヽ得られた q8-
dlmcthylsorbicacidは L,ahSCOnfigurationをと
るものと･35へられる｡
Diazoacctatcを当虫 molの IV に Cu粉の存在
のもとに激しく附加反応させると esterVI を生じ,
加水分矧 こJ:つて mp.18516nC10HJOJに相当する
こ塩基軟が得られ, このものはさきに経路 A 即ち
11Irにdia10aCetateを附加し,脱水して得られた酸






























の Eis一班 の分子校型に立休Pl(相のあること 共ゝにこ
の酸の ゆ ethylenc組合の configurよtionがもと
の IV に於けるそれと同じ tyans､であることを示す








ⅠⅤ に diaz甲Cetateを低温で附加反応させ Cuを























(Ja) と況融すると著しい mp.の降下を示し mp･
の近技にもかゝはらず,全く別物であることが判る｡
IR-spectra(Fig.2)は ra及び天然概のそれと極

















pyrazollneの構造は V のように All構造が最も妥
























































90mi の混合物のうら 50mlを来状活性亜鉛 33g
103
防 虫･科 学:節 20 怨-Ⅱ
(0.5atom)に加へ強く把持しっ 徐ゝ々に熱 す ると
汲しく反応し始める.このとき予め極少虫の罪東成は
水鎚を加へて田くと反応は容易に触発される｡滴下ロ











H 4.72;calcd.for､C16flmO41 C 47･77IIZ
4.76)
瓦thylαSldimethyl-1,ans-sOrbate(IV)






















b) lVヨog (0.12mol)に ethyldiazoacetate










C 77.79,H 5.84:IR-spectraは cyclopropane
の吸収を示さない｡




常圧で次で減圧下 に詣溜す る｡最初の油分 か ら
acetoneを 2,4･dinitrophenyllydrazone (mp.






























及び未反応の IV を除き班並を 10%ethanolickali
で加水分解する｡ 和られた油状酸を 水-ethanolで
抽出し, 他山紋を氾縮すると結晶塊が役々に析出
する｡ これ を 水Iethanol･で分別結晶を反班tL'
防 虫 料 ･l;I.･ 節 20 啓一耳
各 LTaCtioni.L,l!cckmnnnでUVのlm.1Xを検し
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錬
? ? ?
イエ,{エ幼虫の無菌培養
GIはhl.VnT･:P.G,n.:Amcthoこltorthesterile
cultureofhouseflyI:try.le,AttLSCL7domesElca
L.Canad,∴EnE.86:527-8(lDJi).
近年,昆虫幼虫のタ.q:溶鋼ffの方状の研兜が焔になって
釆たがここに述べるのはイ･L′)'ェのyJ山をCSMAの
増益 (以前のNAIDMの培韮たとえば SoapBlue
13ook,1941,147-20)甲変法により, その目的を達
しえた1実験例である.す なわちエーレンマ:}ヤーフ
ラスコに,CSMA培基約60ccを入れ{50ccの水道
水を加えて綿栓をし30qC に2ト 43時間放田して酸
酵させ,もう1区はこの位酵期間をおかず直ちに次の
改作に移した｡これに 10ccの水を加え,-1lSOCで2
時(tTrJ械粥する｡次に Ghscrの方法 (I.ParaSit.,24,
17719)によ･t)プ代田処理をした卵約5O個をうえつけそ･
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